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NPO法人 子育て応援ナビぽっかぽか 

プラス 

 暑い暑い夏がやってきました！水遊びが気持ち良いです
ね。ママもお子さんも暑さ対策・熱中症対策はしっかりとして
お外に出かけてくださいね！午前9時時点で、倉敷地域に

何らかの気象警報が発令されている場合、ひろばも出張ひ
ろばもお休みとなります。また、開所時間内に発令された場
合も、その時点で閉めさせていただきます。 

  8月 7日（木） 
 10時から15時まで 

  8月 14（木） 
 10時から15時まで 

  8/28（木）は、きく 
ちゃんが来てくれるよ！ 
相談したいことがある人 
は、ぜひ来て下さいね 

  ひろばに専用駐車場はありませ

ん。近隣の有料駐車場を御利用
下さい。ひろば周辺の駐車場は
すべて月極駐車場ですので、絶
対に駐車はしないで下さい。 

 11時30分から13時

は、ランチタイム！お
弁当を持ってきて皆
で食べましょう♪ 

児童精神科医 佐々木 正美先生 

「子育てプラス」 
                 

  8月21日（木） 
 10時から15時まで 

  

  8月28日（木） 
 10時から15時まで 

きくちゃん。 

  怒りっぽくなっているのは、互いに「安らぎあえる人間関係」によってもたされる「心のたくわえ」が
不足がちになっていることを意味します。 
 子どもとの人間関係の豊かさは、親子なるには、夫婦関係をはじめ、地域社会、親類縁者、友
人や知己との交わりを深めながら生きることを心掛けるのが大切です。 
 親に叱られる子どもの気持ちを考えてみましょう。大事な原則は、「悪いこと」をしたから叱るので
あって、「悪い子」だから叱るのではないということです。この区別は、どんなに幼い子どもでも、思春
期を迎える大きな子どもたちでも、実感的に理解ができます。 
 「悪いこと」をして叱られたときは、母親の怒りに触れても仕方がないという気持ちになれます。しか
し、「悪い子」だから怒られたときには、自分が根底から母親に拒否されたことを感じて自己否定的
になり、自尊心が傷つきます。 
 子どもを育てるときに、最も気をつけなくてはいけないのは、子どもの自尊心を傷つけないことです。
自尊心が傷ついた子どもは、自己否定的になるだけでなく、同時に相手を否定し、軽んじる振る舞
いが多くなり、よい友だちが得られなくなってしまうからです。 
 とはいえ、私たちの感情はいつも冷静に、理屈どおり処理できるものではありません。子どもの行動
に腹を立て、叱り飛ばした後に、しまった、と思うこともあるでしょう。そのときは、あまり時間が経過しな
いうちに、「さっきはごめんね」と謝ってあげるのがいいと思います。こちらが素直に謝れば、子どもは必
ず許してくれます。許す気持ちが生まれれば、心に傷を残すこともなくなるでしょう。 
 また、腹を立てて叱ったときは、あとで、気持ちが落ち着いてから、どうして怒ってしまったか、自問
自答しながら反省することが、自分のためにも、子どもの気持ちを考える意味でも、価値のあることで
す。 
 叱られたことのない人間はいません。それがどんな不愉快な体験だったか、みんな忘れているので
すが、もう一度、しっかり思い出してみることをお奨めします。そして、叱ったのは子どもの躾や教育の
ためだなどと安易な自己弁護などせず、静かに反省してみて下さい。こういう経験の繰り返しが、自
分の怒りの感情を和らげていくのです。 
                             ※ 響き合う心より 


